
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

私は現在、本局の総務

課で勤務しています。総務

課では、各部署との総合調

整、法務、文書管理、式

典・行事対応などの業務を

行っており、局全体が機能

的に運営されるよう、多方

面に対し、臨機応変に対処する必要があります。 

造幣局では、工場・博物館見学や地域イベントなどを

開催していますが、これらの機会を通じて、より多くの

方々と触れ合うことができるのも、魅力の一つではない

かと思います。 
※一般職行政は「行政近畿」のみの採用となる場合があります。 

 

     
 

私は現在、貨幣製造の

初工程となる溶解工程に

おいて、合金の塊を製造

する業務に携わっていま

す。金属地金の管理や溶

解配合割合設定などが主

な業務です。 

工場では様々な大型設備が稼働しており、これらの設

備の管理などは大変な面もありますが、周囲には親身に

なって相談に乗ってくださる先輩方がおられますので、安

心して仕事に取り組むことができます。 

技術系事務職員として「モノ作り」に携われることが、

造幣局の魅力であると思います。 
 

   採用に関する問い合わせ先                                                      

 

 

 

   造幣局の業務 

・貨幣の製造 

・勲章､褒章､金属工芸品の製造 

・貨幣セット等の販売 

・貴金属製品の品位証明 

・研究開発、海外業務 

独立行政法人 造幣局 

JAPAN MINT 

さいたま支局総務課 ℡ ０４８－６４５－５８９３ 

本局総務部人事課  ℡ ０６－６３５１－５１５８    

造幣局ＨＰ：https://www.mint.go.jp/ 

(採用ページ：https://www.mint.go.jp/about/recruit) 

 

☆先輩からのメッセージ☆ 

 

 

 

 
 

 
 

一般職：行政区分（H２９年度採用） 一般職：技術区分（H２８年度採用） 

◆ 造幣局について  

造幣局では、国民生活の基盤となる

貨幣の製造等業務を行っています。

行政執行法人として、貨幣製造とい

う国の関与が不可欠な公的業務を、

民間的手法を用いてマネジメントし

ています。製造業務を中心として、

販売業務や偽造防止等の研究業務も

行っており、一般官庁とは一味違っ

た面白さや魅力が特徴です。 
 

◆ 採用後の処遇  採用後、約２ヵ月間の新規採用職員研修を経て、各部署に配属されます。

行政系職員は総務部門や販売部門を中心に、技術系職員は製造管理部門や工場部門を中心に、

各種の事務業務に従事します。異動周期は２～３年で、様々な業務を経験します。勤務地は、

本局(大阪)、さいたま支局、広島支局で、キャリアアップに応じて転勤することがあります。 

 


